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徳島県那賀川水系新規ダム計画地点土木地質調査報告’

尾原信彦苦

Reports　on　Engineering　Geology　of　Several　Dam　Sites　eontroIling伍e　Naka　River

　　　　　　　　　・Cate血ment，『T・kuskimaPrefeet皿e

By

Nobuhiko　Obara

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　river　Naka　flows　eastwards’through　the　eastem　part　of　Shikoku　Island．Water

power　of　the　river　has　been　no㌻yet　fully　exploited；maximum　output　fyom　the　threg　power

plants　whi6h、ha∀e　been　already　constructed，amounts　only　to55，000kW．　According　to　the

recent　survey，h6wever，it　is　cleared　that　an　inclussive　water　power　reaches200，000～300，00q

kW．一The　eigh口eservolrs　which　will　s6rve　for　this　vast　output、are　newly　projected．

F　The　author　visited　the　dam　sites　proposed　for　these　reservoirs　and　made　a　close　inspecti6n

from　the　view　point　of　engineering　geQlogy．

　　　The　dam　sites　occupy　an　area，consisむing　of　sedimentary　rocks　of　Paleozoic＆

Mesozolc　a言e　such　as　graywacke　clay　slate，quartzite　etc，rarely　limestone，schalstein　and　their

altemation．Cracks　and　faults　are　found　upon、the¢oposed　dam　center　of　almost　every　dam

site．　These　defec㌻s　will　be　remedled　by　means　of　modem　engineering　technics　in　severall

dam　sites，because　these．defects　are　mostly　of　a　small　scale，　But　the奪uthor　is　anxious

about　the　dam　sites　of　Kitagawa，Gonda　and　His6，where　faults　of　an　larger5cal6。were

found　by　him．He　also　advises　to　give　up　construction　at　the　lst　site　o｛Kaikawaguchi　Dam，

where　a　permeable　li皿estone　stratum　exposes　itse1｛on隻he　valley　bottom、　In　substitution　for

that　site，he　recommends　the　dam　site』of　Kominono，which　consists　of・a　great　mass　of

graywacke　of　the　hardest　quality・and　is　fiゼeven　for　constructing　anαrch　dam　owing　to　a

suitable　land　form，i．e．ratio　of　the　height　to　the　span　of　the　valley　will　be66／100．

1，緒　　言

　那賀川発電計画の第1期計画では，すでに徳島県営で
ながやすぐち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのたに

長安ロダムを竣工し，その水を導いた日野谷発電所が

稼動しており，・同じく県営の川ロダムが昨夏（31年）着

工され34年に竣工することになつている。続いて第2期

以降の計画では，前記2発電所を生かして，その上流と

．下流にある同川の適当な箇所にダムを築造して，未開発

水力を完全に利用することが要請されてきた。

　かくて31年度から開姶きれた第4次水力調査の有力

な対象に那賀川が採択され，一応公益事業局の手でいろσ

＊地質部

いろの机上案が検討きれており，最少20万kWないし

最大30万kWの水力開発が可能であろうという結論に

達した。これだけの発電のためには，上記2地点のほか

に新たに那賀川筋にある13地点のダム候補地点を適宜

に組み合わせ，約36通りの案が考慮きれている由であ、

るが，ダム候補地点としてはこの13ヵ所以外にないの

で，一応これらの地点の地質調査を実施することにした。

たズしこれらの13ヵ所のうち，あまり地質的に問題の

ない2地点（段所・臼台）に関しては，．最も下流にある

ため主要なダム候補地のある上流部の群とは距離的に離

れており，かつ調査日数の都合で割愛しなければならな

かつた。

　そもそも那賀川水系は西日本に残きれた最も有望な電
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徳島県那賀川水系新規ダム計画地点土木地質調査報告　（尾原信彦）

源地帯であり，当初は徳島県の直営でその全部が開発さ

れるという構想であったが，地方財政状態の変動のため，

県営事業としては上記のように2カ所のダム式発電所の。

開発にと図まらぎるを得なくなり，爾余の地点は四国電

力・住友化学・電源開発K』K。などの競願の形となるも

のとみられている。これら各会社ではそれぞれ魯自の計

画があろうが，しかしおよそいかなる経営体でも必ず考、、

慮するであろうと思われ るダム候補地点については，今

回逐一地質の調査を行つたはずである。

　なお29年度には近藤信興技官により，とく1す長安ロ

ダムの調査に主力をおき，この地域の概査が実施された。・

今次の調査はその当時とは発電計画の方針が大幅に変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごんだ
されたので，同技官の足跡を印しなかつた地点（権田・
ひそ二う　諏お冷だに　　ひ才）　｛き

日草・大美谷・日和佐）に中心をおいて調査を試みたほ
　かいかわぐちこみのの　ぼそごうち
か，海川口・小見野々・細河内など，共通の地点につい

ても，できるだけ精密な踏査を実施した。

2．那賀川上流・中流の地質概況

　この地域の地質は東京大学地質学教室における層位学

の研究フィール’ドにあたり，長期間にわたる調査が立派

に結実している。・本所の編纂により東京大学山下昇が最

終的な検討を行つてこれを纒め，7万5千分の1図幅「

剣山」1）としてようやく完成をみるに至ったところであ．

る。しかしながら個々のダムサイトについては別に縮尺

500分の1位の詳細な地質調査を必要とするし，水路経

過地の岩相のi変化を推定するのには，少なくとも1万分・

の1位の精度の実地踏査が必要であった。

　調査地域は四国を東西に横断する大規模な構造線であ

る「仏像線」の南北にわたつており，・したがって今回調

査したダム候補地点のあるもの註1）は，「仏像線」の北、

側1．すなわち主として硬砂岩・粘板岩，まれに珪岩『・礫

岩・石灰岩・シヤールスタインなどからなる古生層の堆

積する地域に位置し，他方あるダム候補地点註2）は「仏

像線」の南側，すなわち主として砂岩・粘板岩からなる

時代未詳中生層の堆積する地域に位置している。しかし

ながら現場における土木地質的な観点からは，いずれも

ほとんど同じような硬砂岩，または粘板岩，あるいは双

方の互層からなるところが多く，古生代・中生代という

年代の新旧による差異・得失はまず認められないのが実

・状であつた。し孝がつで本文にあつては，とくに必要が

ない限り，岩石の堆積の年代に言及するのを省いた。

　この流域全般の地質の概要はほとんど急傾斜の堆積岩

からなり，その走向はほ穿東西であり，下流に移動する

註1）　例えば，海川口・小見野々など

註1）　例えば権田・日草・細河内など

にしたがって漸次北東一南西に偏向する。そして，東西

性の断層・逆断層ないしは衝上断層が実に数多く走り，
一
こ
れ ら断層群はおのおの大なり小なりの破砕帯を伴ない，

それらに沿つて断層角礫あるいは断層粘土が発達してい

るから，土木工事に際しては，これら地質上の疵痕にと

くに留意しなければならない。

　なおこの地方で土木工事に際して問題となる岩石は，

頁岩・粘板岩および石灰岩である。石灰岩は弱酸性の水

に溶解する傾向があり，かつまた無数の漏水孔があるか

ら，ダムサイトには適しないことは明らかである。また

頁岩および粘板岩にっいては，今回踏査した大部分の箇

所にこれが露出している関係で，一般的にいうならば・

那賀川水系は高堰堤の建設には，好ましくない箇所が多

いといつても過言ではない。すなわち頁岩および粘板岩

は飽水すると風化ないし粘土化の進行がきわめて速やか

であること，亀裂を通じての漏水が相当多かろうこと，

したがって風化してのちの支持力に相当の減衰が起きる

という予想が立ち，また着工に際しては，掘繋量を過大

に見積ることを覚悟のうえで工事に臨まねばならないか

らである。また砂岩と粘板岩が共在する箇所では，地殻

運動の力がより軟かい粘板岩の方にしわ寄せしたために，

とくに複雑な揉めを生じた部分があるから，充分これに

注意して，どれら揉めを生じた不良地盤の処理にあたら

なければなちない。

　しかしながら土木技術の近年の進歩は，これら頁岩類

の克服について註3），グロウト工法等種々の手段も構ぜ

られつうあることであり，もしくはロックフィ〃ダム等”

新しい形式のダムを設計することにより，不良岩盤を無

視するという行き方もあるようである。したがつて工事

に先立つて各ダムサィトに関する詳細な地質上の特色を

示す資料を提供するという意味で，以下各地点ごとに詳

細な記述を試みる次第である。

註3）　米国では粘板岩類について，1土木地質の分野で

　　“Cemented　shale”“Compaction　shale”とに

　　　2大別しており，前者は珪酸塩が粒子間を充填

　　　して団結したもの，後者は単に強大な圧力によ

　　つて粒子間隙が微小になつた粘土質岩と定義し，

　　前者は高堰堤の建設も可能であるが，後者は不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　適当として取扱つている。両者の判別には而N

　　の穆酸アンモニウム液に浸して，侵きれないか
　　侵されるかで判定しているという，。筆者はまだ

　　　この方法を適用したことはないが，大体の現場
　　視察では，那賀1111筋ではC・mpactedshaleの

　　方が卓越するように思えた。Pたず「仏像線」以

　　南に位するものは幾分Cemented，shaleの方
　　　に近づく傾向があるようである。
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　　　　　　　　地質調査所月報『（第8巻第8号）

第1表
3．ダム予定地点の塘質詳読

　第4次包蔵水力調査の対象となつたダム建設予定地点

は次表に示す通りである。これらのほか段所・臼台の2

つは最も下流に位するため，主要なダム候補地のある上

、流部の群とは距離的に離れており，かつ調査日数の都合

で全然この調査を省略した5

3．1　北川ダム予定地点（木頭村大字大明地北川部落，

附近）

、こ＼は公益事業局案でぱダムにしない予定になつてい

るが，那賀川の最上流北川の奥にある唯一のダムサイト

であり2物部川≧の分水界に近く・こ＼より川上は北川

が3本の支流（北一平谷・西一日和田谷・南一千本谷）
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に分かれる。・

　踏査当時は1万分の1の地形図しか入手できなかつた

ので，それを頼りにして約半伺の概査をして第2図に示

すような概査図を作つた。

　地形　北方から肉の薄い1つの山脚（spur），が南下

して，左岸を形成し，南方から2つの山脚が北に向いて

突出して右岸となり，前者が後2者の間に模状に突入し

たような地形を示している。那賀川は山脚の麓をほダS

字状（初め南東流，次に北流，最後に東流）に迂回して，

この狭隆部を通り抜けている。堰堤のつくれそうなgor－

ge（峡間）は丁度上記の北流区間（延長約220m位）で

ある。

　地質　こ＼にはN65～85。Wの走向を有する堅硬な砂

岩・頁岩の大規模な互層が発達し，距離約200m位の間

に2背斜・1向斜をもつた摺曲構造が認められ，地層の

傾斜はきわめて急である。頁岩はや＼珪化している部分

もあり，砂岩も通常の硬砂岩または珪質砂岩である。

　このダムサイトの南端，・すなわち河道屈曲部の少し西

一
に

N450Wの走向で，1南西に50。傾斜する相当大規模の

断層線が通過し，右岸の山壁に大崩壊を起こし，またそ

の線の北西延長も左岸の山腹に相当著しい山崩れを起こ

きせている。この断層線は幅60～70mの破砕帯を伴な

い，前記2つの崩壊箇所の露頭において，その揉め方の

著しさを知ることがで’きる。、南側（右岸）の崩壊箇所に

はすでに砂防工事が施工されているが，後から後から崩

壊が継続して，まだ完全に止つていないようである。，こ

の断層帯の西（川上側）では地層の走向がN700Eとな

り，こ＼から川下側の一般走向は：N700Wである。

　河道の北流区間，すなわちダムサイトに相当する峡間

にも，なお小規模の断層がみられ，それに沿つて断層粘

土の生成しているのが認められ乱この小断層で岩石標

本を蒐集し，．帰庁後に薄片にして検鏡したところ，砂岩

と頁岩とが破砕されて混合し，頁岩の方が取り込まれ塊

状をなしており，割れ目には白つぼい方解石（炭酸石灰）

の脈（Streak）がおびたダしく析出しているのがみえた・

　堰堤地点　こ興こは3本のダム中心線A．・B・Cが考慮

されている（第1図）。

　上流側サィトの中心線（A）は，硬砂岩から頁岩に移

り変わる所を斜めに戯る、。したがつて左岸は下部が硬砂

岩，，上部の大半が頁岩となる。右岸は大部分が硬砂岩で

あるが，天端附近が前記大断層の破砕帯に接触するもの

のようである。左岸のアバットメントを少し北方へ振る

ととが望ましいが，左岸の地形の関係で堤高が低くなる

から，それは無理のように思われる。なおこのA中心線

附近一帯の岩盤には割れ目の多い傾向がある。

　中流側サイト（B）の中心線は走向N85。W，傾斜70QS

の硬砂岩の南限にあたる所であるが，前記の小断層の通

過する所にきわめて接近し，この小断層の南側には，揉

めた黒色頁岩（走向N650E，傾斜70。S〉が露出してい

る。こ、も工事が難かしく，必ずしも良好な地点とはい・

われない。

　下流側サイト（C）はBサイトで述べた硬砂岩の北限

にあたり，こ＼から北方は珪質の頁岩となる。たダ右岸F

では山が低くなり，しかも中心線から35m位川下で右

岸に段丘礫層をのせているから，地質的にも地形的にも

あまり好ましいサイトではない。

　こ＼は堆砂量も多い予想であり，A・C両地点を避け，

なるべくはB地点に取水堰堤ないし低堰堤（40m以下）

を築造するにとどめるべきであろう。

　3．2　南川筋のダム候補地点（権田・日草）』

　　　　　　　　みながわ
　那賀川の上流の支流南川は，谷深く流域面積も大きく
F
林
相 も良く，・ほとんど人煙まれな集水地域を包蔵してい

る。しにがつてこの南川流域の水力開発が今回の第4次

水力調査の主要目標であるゆえんであり，この川と北肌

との合流点に近い所で，堤高約120mの高堰堤（満水位

540mとして）を作り，豊水期に約1億11280万t（有

効容量9，535万t）の水を貯えておき，渇水期のピーク

時に最大出力54，500kWの発電をするというのがおも

な狙いである。

　この南川を堰止める候補地点が2つあり，奥の方が権

由，合流点に近い方が日草であつて，この2ヵ所のうち

のいずれか1カ所において條件のよい方を選んで築堤す、

る目論見である。

　3．2．1　権田地点

　位置　権田地点から南川・北川の合流点までは直線距

離で約2kmにすぎないが，南川は実に見事な陥入蛇行

（insised　lmeander）をなしつつ流下するの◎　河道の

実距離は合流点まで4。3kmに達する。権田地点には・
ひらの
平野部落から山稜を抜ける小径が日草部落経由で一本通

ずるのみであつて，川沿いには両岸の地勢が険阻なため

に，到連することは不可能である。なお権田にはダム地

点の約0．5km川上に唯1軒の民家があるのみである・

　地形　1万分の1航測地形図のほか，ダムサイト近傍

のみ500分の！実測地形図が踏査直前に完成したばかり

であつた。この図面によれば，ぐのダムサイトには右岸・

左岸とも非常に複雑な山襲があり，おもな沢のみでも左

岸に3・右岸に3を数孝ることができる・谷形は予定中

心綜で断面を切れば，第3図のよ与に急腔で，左岸の下

P半は35Q，上半は500位，右岸斜面の下半は50。，上半は

30Q内外を示し，左右非対称ながら相補つて堤長と堤高
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徳島県那賀川水系新規ダム計画地点土木地質調査報告　（尾原信彦）

との比はどの水準でも約1，00：0・41位である。当ダム

サイトの北流区間（距離約250m）どこでも同じような

比率を示すものと思われる。

・地質　筆者は500分の1地形図を持って，’このサィト

の両河岸と左右おのおの3本の沢を踏査して第4図のよ

うな地質図を作成した。こ、の地質は水成岩からなり，

大体の走向は東西，（N75～85。W）で，北方に急傾（70～

90。）するほダ単斜構造を示す。岩質は硬砂岩と頁岩と

の互層であるが，どちらかといえば傘し砂宕が優勢のよ

うである。こ㌧の頁岩は大抵は薄層に割れ易い黒色粘板

岩であり，あま’り1硬くない特色を有する。

　地質構造は，第4図に示したように，この250mの北

流区間に相当に明瞭な構造線（断層・裂瞬）が6本（南

からABCDEF）横断している。A・Bの両線は小き

いもので，地形にも顕著には現われず，これに対しC・

D・Eはや＼中規模の構造線であり，両岸の山襲（谷）

の成因に関係のあるものと思われる。これらの線が通過』

する部分に接しては，地層が大なり。小なりの擾乱を受け，、

必ずといづてよい位，地層の傾斜がその近くで逆に傾斜

（こ＼では南方に部分的1と傾く）している。

　ダムと構造線との関係で，一番重要なのは予定中心線

の川下35mに位するC線である。C線は水平にも数10

mの転位（ずれ）を起こしているもののようで，しかも

両岸でダム中心線を戯り，またこの線の通る左岸の沢に

空洞が標高455m辺りから500mまで，開口きしてい属

力〉ら，この線の処理には相当の骨が折れるのではないか

と考えられる。地質断面図で示したように，この線はた

とえ中心線の断面では偽傾斜は水平でも，下流側に50。

傾くから，水圧で漏水するおそれがφり，ダムサイトに

は致命的な疵であるかも知れない。いずれにしても地表

から推定したものであるから，横坑を入れて地中での状

況を綿密に調べる必要がある。

　いまのところ標高540mにおける右岸取付部分を固定

し，中心線を150ばかり左廻りに回転すれば（中心線の

方向をN85。碗に直す），540mの水準における左岸取付

部分を南方へ約70m位移動できるから，左岸側におけ

るC断層を貯水池内に残さず，右岸側も水圧のいくらか

低い部分のみを残すことになる知ら，工事の可能性は高

まることになろう。しかし右岸の上半分のアバットメン

トは粘板岩であるから，慎重に調査をしたうえで着工し

なければなるまい。

　次にD線は調査不充分であまり性格が明らかでないが，

それ自俸大規模な断層ではなさそうである。たダ堤体の

重力が最もかかる箇所で川を横断しているから，一応試

錐・横坑などで身その地中の状況を把むことが必要であ

る。

　E線はや＼規模の大きい断層らしいが，ダムを完全に

はずれるので考慮の要はない。F線も同様で，1たず断層

粘土を伴なうきわめて顕著な断層であることを報告して

おく。．

　A線とB線とはダム中心線のすぐ上流にあるものであ

るが，規模は小きく，かつ中心線を戴らないから，遮水

工法を考えておけば良い。

　3．2．2　日草ダム予定地点（木頭村日草）

　位置　前項権田地点との比較地点として計画きれてい

る日草地点は，権田地点から下流約0．、75km（直線距離）

に位し，その途中で東万（右岸）から野久保谷という支

流が注入する。こ＼で南川を締切れば，権田地点と同じ

満水位（540m）では，貯水池の容量が約1割増すうえ，

発電所（九文名）までの水路の長きを逓減することがで

きゴそれだけ経済上の利益がある地点である。ダムサイ
　　しもひそう　　　　　コ　　　　　　　　　　　カンみひそう
トは下日草部落（1戸）の直下にあり，上日草部落の北

東0．4kmの箇所にあたる。

　地形　こ・＼も1万分の1航空測量図のほかに実測の

500分の1の地形図ができあがつたので，直ちにそれを

利用して踏査を行つた・南川は非常鱒屈曲しているので

540mを満水面とすると，両岸の山の標高の関係で中心

線を引く箇所が限定されてしまう（第5図）。両岸の山

腹の地形は権田サイトよりは遙かに単調であつて，複雑

な山嚢はないが，左岸と右岸との標高515m位の箇所に

平坦なベンチ（段丘面）があり，’川床の標高は412mで

あるから，ダムの天端の標高としては510mが限度とな

り，したがつて堤高は最高で約100m，堤長は約250m

位となる。最初の計画通り540mを満水面とするダムに

すると，堤高は128mとなつても上記の段丘面のために

堤長が350mを超え，堤体の容積が著しく大となり，経

済的には不利となる。筆者は510m満水の計画に添つて

作られた中心線（走向はN29。W）を根拠にして地質調

査を行つた。

　地質 このダムサィトも権田と同様水成岩からなり，

砂岩と頁岩の互層であるが権田附近に較べて両岩層とも

厚さがや＼大である。左岸は主として硬砂岩からなり，

1枚（厚さ25m位）の頁岩を挾むが，走向はN700Eな

いし耳一Wで，北方に50。以上傾く・右岸は中心線近く

ではN75～85QEの走向を示し，斜面下半分は頁岩，上半

分は硬砂岩である。、

　川筋に沿つて左岸寄りに断層が1本通過する。中心線

の真下では，川岸から西北方2～3m離れた所に，幅

1。5m位の硬結した断層粘土を伴なつた断層露頭が明瞭

に認められる。この断道は川下に向かつて左岸沿いに山
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徳島県蔀賀川水系新規ダム計画地点土木地質調査報告　（尾原信彦）一

腹を縫い，河道の屈曲点（北折部）『において，川床を横　　底この案は実現不可能であるということに帰着した．し

断して右岸に渡り小沢に沿つて右岸斜面を登つているも　　かし今次の水力開発計画第2次案では，そのような高堰

ののようである。中心線から上流側では，この断層露頭　　堤ではなく，満水面を420mに抑えているから，水面下

は右岸を離れ七一旦川床を潜走し，約50m位でふた＼　　に沈む部落も平野部落のみであり，堤高も65～75mに

び左岸に露われ，小沢沿いに左岸の斜面を上り，上日草　　すぎず，実現の可能性は遙かに大きい。貯水量は約3，000

部落の方に抜けている。この断層の規模はこの附近では　　万t位である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めではら
や≦大きいものに属し，前記左岸から右岸に横断する所　　位置那賀川は』折宇の盆地から出原の盆地に出る間

の観察では，断層の南側の頁岩（幅15m）を相当に揉め　　に丘陵を陥入蛇行しながら約誹00m川床を下げ，こ’の区

ている。すなわちこの頁岩帯の一部擾乱帯となつている　　間には2ヵ所のダムサイトの適地が発見きれる。両盆弛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼぞごうへちところからみて，中心線の附近でも幅10～15m位は擾1の中間に細河内部落があるのに因んで，上流側地点を細
一
乱
帯 となつているのではないかと予想きれる。したがつ　　河内上堰堤地点，下流側を細河内下堰堤地点と称する。

て中心線が川筋を横断する川原において，左寄りの川床・　筆者の踏査当時は下流細地点のみ500分の1地形図があ

の過半は相当に地盤が悪いように思われる。　　　　　　　り，上流地点は実測中であつたので，下地点のみや＞詳

　予定ダム中心線に沿つた断面図（第6図）を描くと，　　細な調査ができ，上流地点は1万分の1航空写真図を頼

左岸はよいが，右岸の斜面下半分は非常に軟質な頁岩・　　りに現地を視察レたにとダまつた。・

粘板岩であり，ことに谷底には川筋に平行，すなわち堤　　　3。3ユ細河内下流地点

体に直角に深い不連続面があるのであるから，きらに精　　　地形　下流地点の谷の切口は第7図に示すように・左

細な調査をなし，措置を考えたうえでないと，この零＼　　岸の勾配は50。位，右岸は上半分は50。位，下半分は70d

で直ちに工事に着手することは不安である。　　　　　　　位である。堤高を65mとした際堤高と堤長との比が最

　きらに前述の515mのベンチ（段丘面？）は土被りが　　大値0．54を示した。堤高が801nを超すと，谷がいくぶ

厚い見込であり，その切削り深度は15～20mに達する　　ん開いてくる。満水面を420mに限定すれば・下流地点

ものと想像きれる。　’　　　　　　　　　　　　　　　では堤高が75mとなり，堤長と堤高との比が1：0，52

　3．3細河内ダム予定‡也点　　　　　　　　　　　　　　になる。両岸とも下の1／3はきわめて急な断崖となつてお

　那賀川の上流は北川と南川とに分かれる。北川の方は　　り，ほとんどU字型に近い。

沿岸にや、平地が開けているために，田畑が多く，部落も　　この切口を示したダムの予定中心線（方向N60。W）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり西から日和田・北川・大城・日浦・六地蔵・菖蒲野・折　　より川下90mの川床には左岸から沢が1本懸かつてお

牽．石畳．覇蓉昌互平野など十指を屈することができる。　り，また中心線から上流側25mの所には・右岸の斜面

したがつて最初，那賀川の綜合開発計画が立案きれ，河　　からおびた買しい砕石を堆積した急な沢が懸つている・

水統制および発電のために細河内附近に高堰堤（100m　　　地質　予定サイト附返では那賀川は北東方に（N300E）

以上）をっくつて，上流の数多の部落を沈める計画が発　　真直1ぐ流れ，中心線の下流璃O　m附近で北方に転針する。

表肺た当時は，地元民から猛烈な反対の声が出て・至晒地質は日草附近胴様の水成岩・すなわち硬砂岩●頁岩
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第8図　細河内（下）堰堤地点地質断面図

の互層によ・り構成され，硬砂岩の方がいくぶん優勢であ

り，頁岩類も通常の粘板岩のほかに，珪質な黒色粘板岩

も発達している。一般走向はほダ東西で（N80QW～

N80。E），河道を斜めに横断し1北方に急傾斜（60。以上）

している（第8図）。

　局所的には地層の揉めた部分があつて，そこは走向が

一般方向からかなり異なつており，傾斜も一般の北傾斜

に反し，逆に南傾斜となる所がみられる。か＼る揉めた

箇所には，必ず裂罐（小規模な断層）が通過する所があ

り，とくに頁岩の部分に圧力が集中した結果ゴ著しい揉

め方を示している5

　予定ダム中心線のすぐ下流10～20mの箇所に中規模

の裂鐸があり．，走向はほy東西（N85。W）、で，北方に

740位傾斜して，左岸の岩に多少の擾乱がみられ，かつ

割れ目の露頭がら少量の地下水が湧いている。この裂罐

は左岸で川床から比高8～17mの所で中心線を戴り，左

山腹を西方に切上り，標高415mの所あたりに山崩れを

起こさせ，厚い崖錐が那賀川の谷底まで堆積している。

この裂罐は川を渡つて右岸に達し1山腹を切上るが，右

岸はあまり顕著な地形上の変化特色を表わきない。「

　なお中心線で戯つた地質断面図く第7図）をみると，

右岸側は無層理塊状の硬砂岩からなり，まず申し分のな

いことが明らかである。これに反して左岸側はや㌧複雑

な地質状況を示し，下部（比高28m以下）は硬砂岩で

しかも前記の断層の通るあたりにや、平坦なベンチがあ

り，断層に沿つて粘板岩が捲き込まれている形跡が見受
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Pけられる。次に中腹（比高28～50m）は大体において　　　ダムの中心線に沿い断面を切ると，左岸は斜面の腰の

珪質粘板岩であり，上部（比高50m以上）は砂岩と粘　　辺と肩の辺とに頁岩が露出するほかは，砂岩から．なる。

板岩との互層からなる。こ＼では左岸はあまり良好な地　　とくに腰にあたる部分の頁岩は風化しているし，肩にあ

質とはいえない。　　　　　　　　　　　　　　　たる頁岩の部位はや＼傾斜が緩やかになつている。右岸

　第7図に破線で示したような横坑を入れて，精査を実　　斜面は上半分に頁岩類が優勢で，風化土の被りが厚く，

施することが望ましい占左岸下位の横坑（標高355．m）　　中段に砂岩が露出し，その下にあるや、平らなベンチは

は断層の地中状況を探るもの，同じく中段の横坑（標高　　頁岩であり，川に臨む崖は砂岩となつている。

383m）および上位の横坑（標高410nf）は粘板岩類の　　　視察程度の概査であつたため，詳細は不明であるが，

風化深度を知る目的のものであり，右岸道路脇の横坑　　この中心線附近には，あまり顕著な構造線（断層裂錘類）

　（標高390m）は硬砂岩と粘板岩との境界を確認して，　　は見当らなかつた。掘難量が大きくなる見込の頁岩類を

この硬砂岩ゐ掘盤工事の際に資しζいという目的のもの　　避ける目的で，いまの中心線を少し（100m）川上に移

である6　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　しても，谷形がそれほど開かないようであるから，硬砂

　中心線から下硫約90m位の距離の辺りには，頁岩層　　岩がより優勢な地点に選んだ方が・結局有利なのではな

が西から東に川を横断している。この頁岩層は軟質なの　　いかと考えている。

で，両岸ともに深い沢ができており，かつ1本の裂罐　　　3．4　海川ロダム予定地点

　（N450E）が通過している，ことが，、右岸の道路の端にお　　　那賀川は出原の盆地から北折して，東西に連なる大森

いて顕著であつた。こ㌧では頁岩が相当に擾乱を受けて　　山一古堂山の山陵を横谷を切つて九文名部落に達し，さ

いる。しかしながら，ダム摩）自重と水圧との荷重が最も　　らに東方に流路を転じ・3kmにして海川口に達し・南

か㌧る部位にあたる中心線の川下50～60mの川床は，　　方から流れてくる一支流海川を合せ，ふた㌧び北方に流

硬砂岩からなるから地盤の支持力が大きく，安心感を与、路を向け，東西に連なる地畳山地を狭い谷を刻みながら

える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小見野々に向け流下する。

　那賀川が流路を北匠転針する箇所は，硬砂岩からなる　　　 海川口から小見野々までの約1kmの狭隆区間が海川

狭い峡谷をなすが，この手前10m位の箇所にはや、大　　ダム予定地点であつて，谷が深いために一応高い堰堤の

きな裂罐が西から東に通過するため∫擾乱帯ができてい　　計画が目論まれる箇所である・満水面を455mにして150
’
る
。
し

かし予定中心線より離れているので，この辺り・ま　　mの高堰堤をつくり・出原（標高330m）・細河内（350m）。

でダム中心線を下げるようなことが起こつた場合以外は，　平野（400m）・折宇（440m）等の各部落を沈めて3億

この裂罐が問題となることはないであろう。なおこ＼は　　tの水を貯える案もあるが，これは補償費が莫大でほと

両岸の谷の傾鋤∫緩い（4・・位）ので，ダムサ朴としんど実現性のうすいものである・満水面を380mに抑え

てはや＼不利を免れない。　　、0　　　　　　　　　　　て細河内上堰堤直下をバックウオーターとする案ならば，

　3．3．2　細河内上地点　　　　　　　　　　　　　　　　堤高は1001n位になるが・出原が水中に沈む・f出原部落

　前項で述べた下流地点から1km上流の所にあり，那　　の入口をバツ身ウオーターとすれば満水面は330mとな

賀川が南方に孤を描いているので，直線距離では僅かに　　軌堤高は50mにすぎず・池も小さく・、あまり経済的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な案とはならない。むしろ後述する小見野ダムの方が有
0，5kmしか離れていない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利となる。
　地形500分の1測量が間に合わなかつたために，正、
確な谷形が棚であるが・万分の・航測地形図を引伸し　地形筆者踏査の当時は500分の1の地形測量ができ

脚面図では，左岸がや＼急で5唯，右岸の斜面は上ていなかつたので・1万分の1の航測地形図を2・qoO分

　半分がや、緩く，中腹が急で50・位，一旦ベンチがあっ　　の1に伸した図面を使用して概査を行つた・　　　　　　．．

て，きら晒藤なつて川礪んでし・る．ダム予定地点　海川橋から小見野錦落入・まで糸勺1km励照の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区間に南から第1地点（海川橋起点170m）・第2地点
　としての地形は，下流地点よりはや＼劣るようである・
　　地質那則はこ、の地勲今約3・・m上流で，南川を（同300皿）・第3地点（同660m）の予定恥線岬

合流してい観合流点附近は砂岩がきわめ噸勢で，画されている・この峡間はほとんど1醐で両凱ほy

岩盤曙しく強固筋る．その状況は合流点から約2・・対称な斜面をもつ谷配あま噸雑な醸はない々斗

　m下流まで続き，以下砂岩・頁岩の互層となり，ダム予　　第2中心線の川下に左側からや、深い漢流が注入し・ま

定地点附近はや項岩の方が勝つている．この附近で地撮も川下に（海川髄点83・血）左岸よ艸谷川が顕

　層は河道に対して斜め45。位の走向で交つている。　　　著な谷間を刻んでいる。
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　　　第9図　海川ロダム候補地点地質断面図

250

　　　谷型の断面図は第9図に示したが，1万分の1．航測地

　　形図を引伸したものであるから，あまり正確ではない。

　　第1地点中心線に沿う断面は左岸の勾配は平場50。位を

　　示し右岸は平均45Q位で，右岸の標高400m以上が急に

　　緩くなるからダムの高きは120mが限度である。

　　　第2中心線沿いの切口は，右岸の斜面は上半分は400，

　　下半分は50Qを示し，左岸の斜面は上半分は400下半分

　　は45。である。こ＼では高き150m以上のダムの建設が

、　　可能の地勢を示している。

　　　第＄中心線に沿う谷の断面は，右岸斜面の勾配は40。

　　位，左岸は50。内外であるが，正確な500分の1の地形

　　測量がすめば，右岸はもう少し急傾斜であることが判明

　　するであろう・この第3中心線は左岸の上方が中谷川侵

　　蝕の影響を受け1・川床かち比高125m辺りに鞍部が形成

　　きれているた砂に，頭打ちの地形となつており，あまり

　　高いダムには不適当の地勢を示し，やはり120mが限度

　　である。

　地質　那賀川はこの区間を北微東の方向に流れ．川床

に露出する岩石は主として硬砂岩・粘板岩・珪質頁岩・

石灰岩・珪岩など古生界の水成岩からぎる。地層の走向

はお＼よそN60。Eん：N800Eであつて，川筋と斜めに交

わり，地層の傾斜ははなはだ急で，60。以上を示し，南

または北に傾き，この，1kmの区間で，3背斜・．3向斜

の摺曲構造が構成きれていることがわかつた（第10図）。

またや＼顕著な断層が，海川橋附近，第1地点・第2地　・

点附近にみられ，そのほか，小きな裂罐も所々に発見さ

れる。

　第1堰堤候補地点は，丁度石灰岩が那賀川を戯る地点

の川下に位し，右岸のアバットメントの下半分に石灰岩・

層がくることになつて，非常に具合が悪い。谷の地形上

中心線が動かせないから，この第1地点は残念ながらダ

ム建設にはまったく不適当である。現場の所見では，こ

この石灰岩はおびたダしい水みちが通り，空洞に富んで

いた。また中段の石灰岩と粘板岩とは断層で接するもの

のよ，うである。　　　　　　　　　　　、

　第2堰堤候補地点の中心線は，左岸ではチヤートの薄

層と珪質粘板岩の互層の上を，左岸では珪質の頁岩の上

・を通過する。外見上はこれらの頁岩類は硬いもののよう．

にみえるが， 精細に検べると，硬質頁岩が軟質頁岩と交

互に重なり合つて，風化すれば珪質の方が残り，軟質岩

が流亡し，がたがたに弛んでしまうので，工事にか㌧れ

ば，余程掘馨をしないかぎり，安定な岩に達することが

できない。しかも悪いことに川床の谷底で，約300の偏

角をもつて，1本の構造線が斜めに通過してるので，こ

れに沿つて漏水が予想され，また堰堤の安定度からいつ

てもこの断層ははなはだ面白くない。したがつて第2地

点も望ましい地点とはい＼難い。

　第3堰堤候補地点では，左岸の最上部の地形が標高400

m前後で鞍蔀になつでいるので，高い堰堤には適きな

いが，中心線が大体硬砂岩の上にのる。また右岸のシバ

ットメントは，一基盤上40m位から上方が黒色細粒砂質

頁岩となる。したがつて右岸のアバットメントを少し下

流に下げ，中心線の左岸の端を固定して中心線を左廻り’

に150ばかり掘れば，黒色頁岩を避けることができ，，全堤

体ゑ完全に礫砂岩の上に載せることができる。500分の

1地形図が完成したら，一きらに精密な地質調査を実施す

る必要がある。

　以上海凪口の3候補地点の地質について略述したが，

結局第3候補地点を採用することとすれば，堤高の限度

120m位の重力ダムの建設が可能である。、しかし前述の

ようにこの地点は満水面の取り方が3通りあり，440m

（堤高150m）案はこの第3地点では地形の点で不可能
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である。そこで満水面を380mとし，一応出原部落を沈

める案を採つて，堤高を100mとすれば，この第3地点

は建設可能な地点であるといえよう。しかし出原部落を

水没きせないで，満水面を330mに抑えれば，50m位の

堰堤となり，・それならむしろ後述する小見野々地点の方

が種々の点で有利であろう。

　3．5小見野々ダム予定地点

　ζの地点獄海川口の代替地点と考えられるものである

が，左岸の山陵が415mの標高しかないために，満水面

を標高440mとする案は全然考慮のほかにな’る。次に満

水面を海抜380mとする案では，堤長は190m註4），堤

高ば125mというまことに珍しい良好な地点となる。き

らに満水面を318mにすれば，堤長100m，堤高60m

というこれまた依然として絶好な値を示す所である。

　位置は，那賀川が中谷川を入れてのち，南東方に急曲

した所から0．2km川下の箇所にあたり，前項で述べた

海川口第3地点の下流0、8kmの所である・

　地形「本地点には徳島県で測量した500分の1の地形

図があるが，この図面は満水面を320m以下にする想定『

に基づいて作製きれたものである。したがつて380m以

下の満水面の案にしか役立たないが，一応これによつて

断面をみると，第11図のように，左岸は55。の傾斜を1

示し，右岸斜面の上半分は70。の懸崖，下半分は45。内

外の傾斜を示し，ダムサイトの地形として那賀川筋では

第1級である。すなわち堤長と堤高との比率は318凧案

で0．60，380m案で0，66という値を示した。

1卜

　【ヨ硬砂岩

　巨ヨ　

　口蹄
　』し＿＿一

第11図　小見野々ダムB案地点地質断面図

　中心線の川下側70mの箇所に右岸側から沢が1本注

入するほかは，ほとんど地形上の問題になる部分はみあ

仁らず，しかもこの沢も中心線から離れているために，

120mの高さの堰堤の場合でもまず堤体に関係がない。

むしろ中心線から下流で河谷がすぼまるので，堤体の下

註4）　ただし1万分の1航測地形図で測定したもの

流側部分が谷に収まり，・まことに絶好な地形ということ

ができる。・

　地質　中心線から200m上流には，支流中谷川筋にで

てくる頁岩類がみられ，中心線から川下200mまでの合’

計400mの区間は，前記の海川口の第3地点に露出する

硬砂岩層の北東方延長に該当する。したがつてこの硬砂

岩層は所々頁岩の薄層を挾むとはいえ，ほとんど一塊の

硬砂岩であるといつてさしつかえない。

　500分の1地形図によつて，左岸中段の県道沿いのル

ート，左岸の旧道のルート，川床部両岸沿いのルート，

右岸にある前記の沢沿いに上つて中心線に到達し，懸崖

を下りるルートなどを調査して，第12図のように地質

図を作つた。

　こ＼では那賀川がN50。Wの流路を示し，他万硬砂岩

の地層の走向は中段以下川床までは平均N60。E～N80。E，

右岸の中段以上は走向がE－W～N75QWに変化するもの

のようである。

　中心線すぐ上流側で1ま川幅が広くなつており，この附

近は粘板岩類が優勢である。中心線から20m川上の左

岸水際に入江があり，その奥に小裂瞬（crack）がみい

だきれ，これはN20。Eの走向で北に70。の傾斜を示す。

この裂籐は工事の妨げとなることもないし，漏水などの

耀れも少ないであろう。中心線が右岸の水際を戯る少し

上流に黒色粘板岩の薄層（走向N650E，傾斜75。S）があ

るが，てれは中心線を河中で右岸から河幅の中程の所で

戯るから，これは工事に際してや＼注意しておく必要が’

ある。その他若干の小きい割れ目があつたが，いずれも

大したものではない。

　中心線から下流70mに，ある右岸の沢は丁度厚さ5m，

位の黒色頁岩層（走向N600E，傾斜60QS）の走る所で，そ

の地表露頭線は中心線に向かつて尖滅するもののようで

ある。那賀川が東に転釧するあたり　（中心線の下流130

m位）両岸の水際に相当厚い粘板岩層が露出するが，こ

れもダムの位置から大分はずれるから問題ない。

　当ダムサイ トを構成する硬砂岩は，非常に緻密な青白

色を呈する細粒砂岩であつて，なかに黒色微細な角礫を

点状に含む。全体として硬度大きく， そのま＞骨材の材

料にも使用が可能である。

　小見野々地点は地形・地質とも那賀川筋では最も良好

な地点であり，谷形からいつて，アーチ式ダムの建設も

可能のようにみられた。なお標高320m以上409mまで
’
の
地
形
測 量を補足して，高堰堤（120卑）建設調査の用

に供することを希望しておく。

　3。6　大美谷（広野）調整池ダム予定地点
　　　　　　　　さかしゆう
　那賀川の北股支流坂州川の支漢谷（5本）の水を集め1
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第　12　図　　石、見野々堰堤地点地質要図

　　　　　　　　　　　　　　おむみたに
これを総延長12，7kmの燧道で大美谷盆地に落し，こ

こを調整池にするために，大美谷川の中流（木頭名部落、

の東1km）に満水面を540mとする高き45皿の堰堤を

築造し，225万tの水を貯え，305mの落差を設け，南

方に3kmの圧力燧道で広野発電所に導水し，最大出力

18，000kWを発電し，長安口貯水池に放流する計画であ

る。

　既設の長安口貯水池（日野谷発電所）の坂州川支谷の

背水附近に坂州部落があり，こ＼より北東方約3kmの

自動車道路でダムサイトに達することができる。
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第13図　大美谷堰堤地点地質概査図

、地形　大美谷と坂州川との合流点は海抜約2501nあり，

こ、からダムサィトまで2．5kmの区間で，比高260m

ばかり登り，この間深い漢谷が続く。ダムサィトは，左

右非対称の縦断面をもち，左岸は約40。，右岸は約60。

の勾配を有する。、

　貯永池はダムサイトの南東部から東部に拡がり，河流

・は盆地の西部から北西方に大きく迂回水路を描きつ＼，

ダム予定地点を通過レ，西方に谷を刻んで流れ去る。

　地質　この地点の調査は時間の不足のために，ダム、サ

1
イ ト右岸附近およびその東方，きらに南東方の沿岸道路

露頭を約500mばかり視察踏査しただけにとズまつた

（第13図）。

　ダムサイト附近は，外見相当に固結したや＼硬い赤褐

色～青褐色を呈するシヤールスタイン（輝緑凝灰岩）か、

らなり，ハンマーで叩けば，相当の弾性のあることがわ

かるが切砕いた岩片はなんとなく脆い感じを受けた。大

体は火山灰の固結したものであるが，風化して2次的に

生成した方解石のために，や＼石灰質になり，・溶侵され

た部分も所やに見受けられた。中心線から100mばかり

東においては，緑泥石のためにや＼黒味を帯びたシヤー
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ルスタインがみられ，この辺りのものも火山灰系のもの

があり，多少圧力を受けて固まつたものであることが検

鏡の結果判明した．中心線から125m上流で右山稜から

小沢が注入しているが，この小橋附近から岩相が急変し，

古生層の粘板岩，緯いて砂岩層（N60QW，’傾斜70。S）

が現われ，きらに小断層を隔てて，走向E－Wで傾斜N
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の砂岩・粘板岩互層となり，前記小橋から40m位で，

や＼著しい断層をもつてふた＼びシヤールスタインに変

わる。それから道路が東に迂回し，ふた＼び古生層砂岩，

続いて粘板岩（走向N20。E傾斜50ハ』700SE）となる。

この粘板岩層はクロヌマ谷まで続くが，中間に南北方向

の小断層が認められた。クロヌマ谷を越えると，蛇紋岩

となる。

　以上の露頭観察では，ダムサイト附近のシヤールスタ

、インとクロヌマ谷東方の蛇紋岩との間に古生層砂岩・粘

板岩が非常に揉まれて挾つて存在していることがわかる。、

　なお四国電力K．K。で実施したダム中心線に沿う水平

試錐孔のコアーを点検したところ，右岸最下位（川床水

準）の13m以深に現われる輝緑岩（熔岩流型）を除い

’て，全部火山灰の固結したシヤールスタインで構成きれ

．ていることが明らかであつた。

　筆者は左岸側の綿密な露頭調査を実施できなかったの

で，前記の古生層の西方延長の状況を明らかになし得な

いが，右岸で観察した揉まれた砂岩・粘板岩類は，ダム

サイトの近くにまで到達していないよ’うに思われ，また

クロヌマ谷東の蛇紋岩もダムサイトと無関係のようであ

る。ダム中心線附近は大体において45m位の堰堤築造

には問題はないようである。一応気懸りになるのは，ダ

ムサイトのシヤールスタインに2次的に含まれる石灰質

の含量の大きくなつた岩の部分であるが，もちろん純砕

な石灰岩のような溶蝕は起こらないであろうから，あま

り神経質になることはあるまい。’

　　　ひわさ　a7　日和佐調整地ダム予定地点（海部郡赤河内村）－

　那賀川分流計画：　本計画には2つの案があり，第1

案は段所堰堤（那賀郡延野村大字段所に建設を予定され，

満水面標高は76m，堤高17．5mである）の川上約0．6

kmの那賀川屈曲部で分水し，南東方向に約5kmの燧
　　　　かいふ
道を穿ち，海部郡赤河内村大字久望にある小盆地に流し．

込み，日和佐川を一ノ坂橋の北0．35kmの箇所で堰き

止め．これを調整池とし，この水をふだ＼び東南東方に
　　　　　　　　　みきた1・8kmの燧道で海部郡三岐田町大字徳竹に導き，60tの

水を使用し約63mの落差にして，最大出力31，400kW』
　　　　　　コきき
の発電を行い，木岐駅附近から直接に大平洋に放水する

案である。前述のダム予定地点（一ノ坂橋北）のすぐ川

上で日和佐川は東西の二股に分れる「から，日和佐調整池

は二股貯水池の形状をとる。本案では西股で受水し，■東

股から抜水するようになつている。

　分流計画第2案は川口堰堤（那賀郡延野村大字川口に

あり，満水面の漂高は95mで堤高16．5mである）南東

方に分水し，延長8．6kmの隣道をもつて日和佐町市街

北寄りの田々川附近に導水し，こNで落下発電きせ，日

和佐川下流に放水する案である。第2案ではダムは築造

きれないから，したがつて日和佐ダムは第F1案を採用す

る際にのみヂ棟討の必要があるものである・、

　地形　日和佐ダムサイト｛一ノ坂橋北方）の谷形け逆

梯形の断面を有し，川床は平らかで幅広く，したがつて

あまり顕著な狭隆部（gorge）を示さLない。筆者の踏査

した際も，まさかこれがダムサイトであるとは感ぜられ

なかつたほどの平凡な地形である。こ＼に満水面を海抜

76mとする重力式コンクリートダムを築造するとすれば，

ダム天端の長きは180m，堤高は約40m位となるから，

堤高と堤長との比が0．25となる。左岸の中腹に自動車

道路が2本通じている。

　地質　那賀川中流の河筋一帯および河筋以南，海浜ま

での丘陵地帯は無化石中生層（白聖紀？）の広く発達す

るところであつて，地層は東西の走向を有し，岩相は砂

岩・泥岩の交互層からなる。東西性の摺曲軸がほず平行

しながら，向斜・背斜を繰返している。

　那賀川分流計画の第1案および第2案に示した南東方

向の燧道は，上記の摺曲軸をほ冥直角に横断するもので・

あり，また日和佐調整池も，こあ砂岩泥岩層の分希地域

に位する「．

　この地層の岩質は一般にや＼堅硬でときに珪岩質とな

つており，一古生層にみられるような著しい擾乱はなく，』

燧道水路などの土木工事には比較的容易な地質である。

　日和佐ダムサイト（一ノ坂橋北方地点）の下流は，砂

岩層であり，ダム中心線附近には薄い砂岩を挾んだ粘板

岩層が発達し，その走向はN65。Eで，北方に80Qの急

傾斜を示す（第14図）。中心線あすぐ川上に南傾斜する

部分があり，こ＼に小規模の断層の潜在する可能性があ

るが，断層露頭はみあたらず，またおそらぐこの断層は

ダム中心線にか＼らないように見受けられた。この粘板

、岩層は東股・西股の合流点附近まで続く。それより北方

ではふた＼び砂岩が優勢となり，走向もN40。E～N450E

とや＼偏向し，傾斜は70～750Nを示す。

　前述のように，このダムサイトは粘板岩のや＼優勢な

箇所に該当し，しかも非常に風化が進んでいるから，新

鮮な岩盤に達するには，おそらく左右両側とも10～15m

の掘馨をしなければならない。そうするとダムの天端の

長きが190～200mになり，ますます工事費が嵩むこと

になろう・このダムは高きが40珊位であるか射たと

え粘板岩層の岩盤上でも建設には耐えられると思われる。

念のため左岸および右岸の中段におのおの1本づ＼20m

位の横坑を入れてみて，風化状況・裂罐の有無などの調

査をすることが望ましい。その結果がもし思わしくない・

ようであつたら，この地点から下流の河道迂回部（土佐
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街道のトンネル南口下まで約2．5kmの区間）に，改め

て良好な地点を探査することを提唱したい。堤長を180

mまで許容するならば，この区間に2，3箇地点の候補

地がみいだせそうに思われ，貯水容量が著しく増大する

から，堤体積の増加を補償することもできるのではない

かと考えられる。
●

　第2案はダムを伴なわないほとんど自流式に近い発電

計画であり，燧道延長が第1案に較べて約1・8km長い・

この1．8kmの燧道工事費は，ダム工事に較べては，桁

違いの少額で済むものと思われるが，第工案には調整能

力があり，したがつて一概に両案の得失を論ずることは

できない。なお第1案の徳竹発電所および第2案の日和

佐発電所双方の鉄管路を視察したが，両者とも地盤は良

好でほとんど甲乙の差はつけられない状況であつた。

4，結　　語

　那賀川中流にある長安ロダム，工事中の川ロダムなら

びに下流部の予定調整池臼台・段所ダムを除き，同川の

上中流および支流のダム地点11カ所を精密調査し1所

見として大要次のように結論する。

　（1）支流北川の北川ダム地点は，砂岩・粘板岩互層

の発達する箇所であるが，近傍に大規模な地質構造線が

通るために，地層が揉めており，地形・地質とも良好な

．地点とはいい難く．，ことに集水域が荒廃しているために，

堆砂量が多い見込であるから，こ＼はダムを持えない方

が無難である。

　（2）支流南川は，その集水域が山深くかづ補償物件

がなく，北川との合流点近くに高き100～120『mのダム

を築造すれば，1億t以上の水が貯えられ，那賀川筋で

は随一の発電地点である。ダムサイトとして権田地点お

よび日草地点の2つの比較地点があり，踏査の結果は両

ダムサイトとも，時代未詳中生層に属する砂岩と粘板岩

との互層からなり，権田地点にはや～大規模の下流へ傾

斜した裂鐸（空洞を伴なう）があり，これが予定中心

線を両岸で戴る様子であり，この疵は土木工法で何等か

の処理を要するものと思われる。日草地点も前者と同じ

岩質からなり。かつ予定中心線とほ皮直交する断層線

　（断層粘土諮よび擾乱帯を伴なう）が谷底で川筋に平行

に走つているから，．これも工法でなんらかの処理を必要

とする。なお両地点の中間に，比較的地質の安定した代

替地がみつかりそうであるから，もし権田・日草地点を

避ける必要が起きた際には，そこを再調査する必要を認

める。

　　（3）北川・南川の合流点から川下に向かつて僅か

1km以内の区間に，細河内ダム予定地が考慮きれてお

り，約600mを隔ててダム予定中心線が2本設定きれて

．いる。双方とも日草地点と同じ地質からなる。細河内下

地点は右岸は申分ない硬砂岩であるが，左岸の低位置に

小規模の断層（湧水あり）があ餌一帯に多少揉まれて

いる。細河内上地点は合流点の300mll「ドにあたり，砂

岩と粘板岩の互層からなる。予定中心線を100mばかり

上流に移せば，一層強固な硬砂岩層のみの地質となるこ

とが明らかである。両地点とも注意を怠らなければ，70

m位のダムの建設には適する。

　（4）海川ロダム予定地は細河内から下流約g　kmの

所にあり，こ＼は古生層の硬砂岩・珪岩・粘板岩・石灰岩

の発達する所であり，那賀川がほダ北流する区間にあた

る。海川橋（支流海川が注入する地点）から1701p，300

m，660mそれぞれ川下に，予定ダム中心線第1，第2，

第3が計画されているが，第1候補地点では，谷底を石

灰岩層が遮断しているので，まったく不適当な地点であ

る。第2候補地点附近はチヤート・粘板岩の互層からな

む，かっ谷底に中規模の断層がみいだきれる。こSの粘

板岩は，珪質のものと軟質のものとの薄層の交互層であ

つて，風化作用のため珪質粘板岩と軟質粘板岩とが剥離

して，地表から相当の深きまで不安定な地層を形成して

おり，着工の際には相当の掘墾量を増すことになる見込

みで南るから，あまり良い地点とはいえない。第3候補

地点は中心線を左廻りに15。ばかり振れば，堤体はほ買

硬砂岩の上に載せることができる。た冥左岸の最上部の

地形が鞍部どなつているために，あまり高いダムは望め

ないが上記の3ヵ所のうちでは，最も建設に適した地点

である。

　（5）小見野々地点は前記の海川口第3候補地点の

700m下流に位し，那賀川が大きく屈曲して南東流す．る・

所に位置を占める。こ、は両岸が迫つて地形が良く，堤

高と堤長との比が0．60～0．66という値を示し，がつ地

質も硬砂岩の一枚盤であるから，那賀川筋では最上のダ

ムサイトということができる。120m位の高きのアーチ

ダムの建設さえ可能のように思われた。

　（6）支流坂州川およびその支谷の水を集めで大美谷

に落し・こ，＼に調整池を設け・そ夢水を長安口貯水池

（既諌）のバックウオーターに落下きせて発電きせる計

画がある。この大美谷，調整池ダム地点は輝緑凝灰岩から

なり，相当に岩質は硬いから，50m位のダムの建設に適

する。中心線の上流120m位から古生層の砂岩・粘板岩

に代るが，これは非常に揉まれている。

　（7）下流の段所ダム（未着工）附近から，本流の水

（60t／sec）脅分水して太平洋岸近くに導水し，海岸に近♂

い日和佐附近に調整池を設ける案がある。その日和佐ダ
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ム候禰地点は時代未詳中生層に属する粘板岩の優勢な所

であり，風化が著しく進んでい．るので，掘難量はや㌧大、

きくなるほかは，大して難点はなく，予定堤高も40m，

であるから，工事には心配はないと思う。

　　　　　　　　　　　（昭和31年6～7月調査）

（第8巻第8号）

・女献

1）徳島県：7万5千分の1地質函幅ならびに説明書，

　　　　　剣山，1956
　　　　／

●
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